
1 高齢者虐待に関する以下の文章を読み、空欄に該当する語句を回答欄に記入しなさい

① おむつが汚れたまま⾧時間放置したり、必要な服薬や受診をさせない行為を(  ア  )という。

② トイレが使えるのに、職員の都合でオムツを使用させたり、顔に落書きをして撮影する行為を(  イ  )という。

③ 緊急やむを得ない場合以外の身体拘束・抑制は(  ウ  )に含まれる。

④ 養介護施設での虐待を発見した者には、市町村への（  エ  ）がある。

⑤ 在宅介護の現場での虐待を発見した場合は、(  オ  )や民生委員に相談し、関係者とともに対策を講ずる。

2 身体拘束に関する以下の文章を読み、空欄に該当する語句を回答欄に記入しなさい

① 身体拘束がもたらす弊害として、筋力低下・褥瘡の発生などの(  カ  )弊害、認知症の進行やケアする職員の

士気の低下といった(  キ  )弊害、介護施設に対する不信感や偏見を生むといった(  ク  )弊害がある。

② 緊急やむを得ず身体拘束を実施する場合、「切迫性」「非代替性」「一時性」の三要件が満たされているかの判断は

(  ケ  )で行う。利用者本人や家族に対し、身体拘束の内容や目的、期間等をできる限り詳細に説明し、

(  コ  )を得るよう努める。

3 倫理・コンプライアンスに関する以下の文章を読み、空欄に該当する語句を回答欄に記入しなさい

① 社会福祉士及び介護福祉士法にみる倫理には(  サ  )義務・(  シ  )行為の禁止・秘密保持義務の三つがある。

② 介護職員が守るべききまりには、(  ス  )法・老人福祉法・高齢者虐待防止法などの介護福祉に関する法令がある。

③ 個人(  セ  )法・消防法などの一般的な法令や、就業規則・マニュアルなどの会社・施設のルール、マナー規定

などの倫理・(  ソ  )的なルールを守ることもコンプライアンスの基本である。

4 今回の研修の学び （採点終了後に記入してください）

５分間研修
～　4・5月　虐待の防止、身体拘束の廃止、倫理・コンプライアンスの基礎　～
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